
地域教育会議のめざすもの

子どもがいきいき育つまち
おとなも楽しく学べるまち

そして、あらゆる人々が共に生きる地域社会を



その瞬間に生きる力が！
「遊びは子どもの主食です」日本小児科医会

川崎市子どもの権利条例 4番目の権利 自分を豊かにし力づけられる権利

子どもは、遊んだり、学んだり、幸福を求めたりする中で、豊かな成長や自信につながるように
励まされ、力づけられます。



３つの教育力

家庭
教育

社会
教育

学校教
育

教育と学びは子どもと
人々の可能性を高め、人
生を豊かにします。

３つの教育のうち、私た
ちの活動は、主に「社会
教育」という分野で行う
市民参加の活動です。

≪１≫地域教育会議の紹介



地域教育会議の誕生の背景

1980年代、校内暴力、荒れる学校。少年事件の多発



地域からの教育改革をめざして

教育集会を開催

242ヶ所 4万人

6500件の意見

 「市民、学識者、教職員３者からの提言を受け、
教育委員会のみならず、行政全体の取り組みとして
『地域教育会議』がスタート」

 そのプロセスと提案内容において終始、
市民参加と、行政との協働の精神が貫かれていた。



中学校区と行政区に設置

平成2年(1990） ３中学校区(田島 橘 柿生)で試行

平成10年(1998） 市内全域で立ち上げ

日常生活圏を場とする５１中学校区と、７行政区に設置



ネットワークになっている委員構成

PTA 地域担当教職員
町内会・自治会 子ども会
青少年指導員 スポーツ推進
委員 民生委員児童委員
主任児童委員
社会福祉協議会委員 等

学校長
市民館館長・職員

こども文化センター館長
図書館館長
保育園園長

区役所関係機関職員 等

地域の寺子屋
わくわくプラザ
区域内のＮＰＯ

等

住民委員

ネットワーク



地域学校協働活動／地域学校協働本部

川崎市では・・・

中学校区地域教育会議
が

「地域学校協働本部」
の役割を兼ねることに。

出典：地域学校協働活動パンフレット「地域と学校でつくる学びの未来」（令和元年７月・文部科学省）

地域全体で未来を担う子供たちの成長を支える仕組み
（活動概念図）
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学校を核とした地域づくり地域とともにある学校づくり

地域と学校の協働



・熱意を持った地域の個人の努力や善意に、支えられて…
・本業が学校の仕事である先生に、時間をやりくりしてもらって…

運営に自覚的に関わる人材の重要性！～組織は人によって運営される～

地域教育会議の運営

地域教育コーディネーター文部科学省

運営に自覚的に関わる
人材は会の運営に不可欠

地域学校協働活動推進委員の設置を提唱
文科の検討の中で…

川崎市では、

【地域教育コーディネーターの活動内容】

◆学校との橋渡し役（学校運営協議会または学校教育推進会議への参画など）

◆総会やネットワーク会議など、会議の開催等

◆中学校区地域教育会議の事務局活動（会計管理、構成員・関係団体との連絡調整）

◆プログラムの企画や地域人材のコーディネイトなど

【養成講座】
コーディネーターの

支援と養成として

毎年度、開催！



≪２≫地域教育会議の活動

•教育を語るつどい

•様々なテーマで学習会が

•薬物やＳＮＳの危険の学習

•地域防災、地域の安全

•子どもの遊び場



私たちは今年●●の事業を予定
しているのですが●●が課題です。

子ども達の遊び場をテーマに
今日は話し合ってみましょう。

スマホのトラブルについて、学校で子
ども達からよく聞きます。何か地域と
連携してできることはないでしょうか。

今度寺子屋で●●の体験活動を行
うのですが、一緒にコラボしませ
んか？

企業等

関係者

青少年
教育施設
の職員

市民活動
団体・
NPO

区役所
の職員

こども
文化セン
ター職員

社会教育
施設の
職員

保育園
の職員

社会教育
施設の
職員

ネットワーク会議
・学校と地域、地域の人々、地域の団体同士がつながる。つながることで何かが生まれる。
【会議の内容】
・互いの事業や活動について情報共有
・地域の課題について出し合い、話し合う。

学校
教職員

町内会
自治会

子ども会
関係者

わくわく
プラザの
運営団体

地域の
寺子屋の
運営団体

住民
委員

スポーツ
推進員

交流・情報共有・熟議対話⇒知り合う⇒何か生まれるかも？



なんでもやねんすごろくをつかって
ネットワーク会議も 菅中学校区



地域教育会議の体験的活動のいろいろ

体育館 家庭科室

学校施設を使って



干潟の生き物観察、 林の中の冒険遊び。

自然のフィールドで



街頭募金 盆踊り会場で。

まちや地域で



校庭で

富士見中学校区ではNPO
の支援を受けて校庭いっ
ぱいにフィールドワークを
展開
地教の活性化につなぐ



舞台発表めざして 日吉中学校区

とんでもない発想で郷土学習につなぐミュージカルも登場



４年ぶりの中学生の夏休み体験活動 臨港中学校区

サマーチャレンジとして
夏休みに実社会での
体験活動を奨励

コロナ前は２００人を超え
る自主参加があったのに、
４年のブランクで今年の
応募は２５人ほど

苦戦してます(-_-;)



おとなだけの企画も。地域の繋がりの楽しさを体感します。

おとなも楽しく学べるまち

学校借りてパソコン教室 多目的ホールで音楽会



≪３≫子ども会議のこと

世界のこどもの権利カルタを使って子ども会議



日本の投票率は

10歳代が35％、

20歳代が34％、

30歳代が45％。

平均投票率52.％

デンマークの

平均投票率86％



① 家庭、学校、まちや地域・・・子どもを取り巻く環境の
ことで、ふだん感じていることを発言してもらう。

それを大人がしっかり聞こうということです。

意見表明権と言われています。

子ども会議はなにを目的にしているのですか？

子ども会議の4つの目的



② また、子どもたちにも学び、育つ環境をよくするため

に考え、行動してもらおうということです。

子どもの社会参加を期待してます。

子どもは大人のパートナーです。



③ いじめのことや子どもたち

自身のことで課題を解決して

いくこともあります。子どもの

自治とでも言えるでしょうか。

④ 居場所、として安心して過ご

せる場所になることもあり

ます。



子ども会議 各種

趣旨は同じですが、活動形態も、開催頻度もいろいろです。

川崎市子ども会議推進委員会のもと、各子ども会議が相互に連携・

交流しながら全市的に子ども参加を推進しています。

中学校区の
子ども会議

行政区の
子ども会議

各地域教育会議
が主催

市子ども会議
推進委員会

川崎市子ども会議
（かわこかい）



要望
伝達

協議
検討
実施

情報共有
熟議対話

情報
発信

中学校区地域教育会議

総会
ネットワーク会議
運営委員会
各種委員会
事務局

地域教育コーディネーター

学⇒地 総合学習の時間にまち
の歴史をお話ししてほしい

地⇒学 夏まつり、盆踊りに生
徒さんが来て盛り上げて欲しい

学⇒地 何か子どもたちが地域
で役立てることを教えて下さい

地⇒学 地域主催の写真コン
クールや標語集めで、学校から
の後押しをお願いしたい

学⇒地 読み聞かせをしてくれ
るボランティアさん探してます

地域の子たちに視野を広げる体
験を夏休みに企画したい

郷土のいいところを見て回る
ウォークラリーを企画したい

「みんなの校庭プロジェクト」
の進め方を相談したい

地域でできるSDGｓを話し合っ
てみたい

遊び場のことで地域の人と子ど
も会議で話し合いたい

明日からの食事に困っている生
徒がいるんだけど、どこかに繋
げない？

「教育を語るつどい」のテーマ
を決めたい

「こんな未来になるといいな」
でみんなで夢を語り合う

先生の働き方改革 現状を聞い
てみたい
地域で協力できるとしたら

放課後の居場所、気楽に寄って
遊んだり勉強したりできるとこ
ろ作れないかな？

市のホームページへのアップ
独自のホームページは？

QRコード、やSNSを使ったコ
ンパクトな情報発信は？

写真コンテスト
俳句、川柳など募集

広報紙の発行
学校や町内会での配布

≪４≫地域教育会議の役割



地域教育会議はやれなかったことを
反省するよりもやれたことを評価する会です

少しの活動でもOKです

会に参加している人たちの得意や好きを生かした取り組み

直接主催しなくとも繋がって関わることでも

地域の教育力が見える（可視化）具体的な活動が少しでもあると、地
域教育会議がわかりやすい。



地域教育会議の全市立ち上げから25年、
あれから、大きく社会が変わりました。



校内暴力の時の検挙者数
25万人の時から
不登校生30万人
いじめ68万件
小中高生の自死500人

≪５≫時代の変化と現代の課題

社会のデジタル化に
よる教育環境の変化



働き方改革という課題も

いま問われる「教育プラン」

地域でできることは地域で、
学校になんでもかんでも依存してきた風潮をあらため、
社会全体で子どもの豊かな成長を支える方向に

地域の教育力が大きくなって、学校の背負わされてきたものを地
域が少しずつ引き取っていく。働き方改革も進み、やがて学校で
は先生が子どもたちとゆとりをもって接することができる教育環境
が実現する。



地域では、学校の中ではできない魅力的な体験
や学びの場がたくさんできる。子どもたちが安心
して過ごせる居場所もいろんな所にできる。

めざすは

学校と協力しながらも、学校に依存しない
地域と学校が連携して、社会総がかりで作り上げる
「子どもとおとなの豊かな学びあいの社会」


